
ス
》
刃
一
m

確
実
に
増
大
し
て
お
り
、
医
療
経

済
的
に
も
重
要
な
疾
病
で
す
。

骨
盤
臓
器
脱
は
脱
出
す
る
部
位

齢
社
会
の
日
本
で
は
患
者
さ
ん

圏

入
す
る
り
ン
茶
法
と
が
あ
り
ま
復
3
年
半
経
過
し
て
再
発
し
て

す
。
お
り
、
急
な
尿
意
に
困
っ
て
お
ら

1
件
目
の
方
は
子
宮
脱
が
あ
れ
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
お
そ

泛
大
き
な
り
ン
グ
も
装
着
不
可
ら
く
跨
胱
瘤
の
再
発
と
考
え
ら
れ

で
、
排
尿
の
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
ま
す
。
初
回
が
子
宮
を
残
し
た
手

す
の
で
、
手
術
療
法
が
必
要
と
言
術
で
あ
れ
ぱ
、
脱
出
部
位
が
子
宮

え
ま
す
。
手
術
に
は
褒
の
窪
ま
た
は
跨
胱
瘤
の
可
能
性
が
あ
り

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
即
歳
と
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
子
宮
脱
に

う
年
齢
を
考
慮
す
れ
ぱ
腫
閉
需
対
す
る
従
来
の
手
術
で
は
再
発
が

高
齢
化
で
増
加
、
手
術
か
り
ン
グ
療
法
を

別
に
子
宮
脱
勝
闘
、
直
腸

瘤
と
名
称
が
異
な
り
ま
す
。
・
症
状

は
脱
出
違
怨
の
ほ
か
に
、
祭

や
尿
が
出
に
く
い
、
急
に
昏
を

覚
え
々
尿
蒲
れ
る
な
ど
排
尿

に
関
わ
る
症
状
が
あ
り
ま
す
。

治
療
に
は
、
壬
張
法
と
.
手

術
を
せ
ず
に
り
ン
グ
状
の
合
密

脂
登
ぺ
ツ
サ
リ
ー
を
腫
内
に
挿

罷
一
一

が
第
1
選
択
肢
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
腔
か
ら
の
需
で
>
麻
酔
な

ど
身
体
へ
の
影
響
は
軽
度
で
す
の

で
安
心
し
て
婦
人
科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
、
^
院
期
間
は
^
^
訳
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
 
1
週
間

ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
。
健
康
保
険
を

利
用
で
き
ま
す
。

2
件
目
の
方
は
、
子
宮
脱
の
手

り
ま
す
。
現
在
各
種
下
着
が
購
入

可
能
で
す
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

盆
屋
県
医
師
会
、
草
西
洋
・

明
互
叟
巾
民
病
院
医
師

◇
第
1
、
 
3
、
 
4
日
曜
に
掲
載

し
ま
す
。

即
S
郭
%
と
の
報
告
が
あ
り
、
再

発
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
豊
(
跨
胱

瘤
)
で
す
。

手
術
な
ら
叢
豊
富
な
誕
を

お
勧
め
し
ま
す
が
、
手
術
を
し
た般

く
な
け
れ
ぱ
り
ン
グ
治
療
が

的
で
す
。
そ
の
他
の
選
択
肢
と
し

て
は
脱
出
が
軽
症
で
あ
れ
ぱ
サ

ポ
ー
ト
下
着
が
有
効
な
場
合
が
あ

神戸新聞社何吟年卵 2ユ日(日)

1年前から子宮が出てきて握りこぶし大

に。りング(小、中、大)を入れたが尿が出

にくい。(80歳、女性)▽2年半前に子宮脱

の手術をしたが、子宮か勝胱が下がり急に尿
意を覚える。手術以夕Hよりング状の装具を付

けるぺッサリー療法だけか。(75歳、女性)

朝刊

§力
回
^

加丁
嶋ム ロ^

よ凶口
兇つごつに
はい質伴
出て問し、

正,骨 生のの
§質 2す盤
問件る底
因では矢の

患支 とす骨
な゜盤でえ
り骨臓'カゞ

超弓弓'盤器
加 1蔵脱^
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